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昭和32年 度 夏季公開講座講演要 旨

 本年度 食物学会主催 の夏季公開講座に関 しては前号に開講表のみを記 し、その

内容につ いては報告 し得なかつたので、 ここにその講演要 旨を本学学 生受講生 に

集録 していただ き掲載す る次第 である。

救荒食物 と将来 の食品

講 師 丹 信 実

2g,食 塩,之 を コップニ杯 の生理的食塩水 よりやや

うすいめの食塩水で溶き一口位の大きさに丸める。

(本学講師)

短食ニ ノニ 森 下 ミサ子

 会場入口に展示された救荒食物に関連のある天保の

救荒孫之杖,粗 食教草や当代において救荒の食物 と見

られ る実物,古 書を興味深 くながめた後,次 の様なお

話を うかがつた。救荒食物 とは飢謹の時に食べ る食物

の意であ る。中国では古 くか ら食物に関する書籍が多

く,当 時食物 とはつき り区別をしてなかつた薬物 と一

緒にまとめられて本草学 と言われていた。之に関する

最 も古い書物は山海経であ り,之 は西歴前のもので当

時の各地方に産す る動植物,鉱 物が記載 されて居 り地

理書,産 物誌であ ると共に本草書で もあつた。梁の武

帝の時 『神農本草経』が誌 され中国薬局法第一版 とも

い うべきものであ り,之 には上葉は命を養い連用して

も無害の もの,中 葉は養生薬で人により害 となる場合

もあるもの,下 葉は疾病を治す ものであ ると区分され

ていた。これ らの書物を元に して我国で も多 くの書物

が刊行された。白河城主松平楽翁は天 明3年 の救荒勤

倹の政を布き,又 米沢藩主杉鷹山も救荒補食の品物の

調理法を集録 して,「 糧物書」 と名ずけて刊行 した。
         ぐかまものがタラ

救荒食物の発見には鳥類の砂嚢の内容物を調べ る方法

が取 られ,其 の内の特殊性 のものか ら薬効が考えられ

た。救荒食物の知識を持つ事は非常に有用であ り,又

之を摂る事により味覚を発達させ得 る。食品が人体に

有効に利用 されているか どうかを考える場合糞形を観

察す る方法があ り,之 は糞形態学 と言われて居 り動物

園で動物の健康状態を知 る手がか りとして使われてい

る、又将来食品に医療的効果を考慮す る事が益々大切

になると考えられ る。最後に非常食につい て伺 っ た

が,先 生の考案された兵糧丸の作 り方は次の様である。

Vitamin(B]100mg, B 25mg, C 150mg)メ チオ

ニン10mgブ ドウ糖5g安 息香酸ナ トリウムカフエ

ン0.01mg果 糖5g,蘇 糖5g,蜂 蜜少量,扶 茶上等


